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労 福 協 2008年4月25日

県労福協の第６回理事会が4月18日(金)
フレンドパーク石川で開かれ、2007年度の
決算報告の承認や、５月28日に開催する「第
46回石川労福協通常総会」議事案件、「緊急
サポートネットワーク事業」の利用会員に対
する補助制度の一部改正、石川労福協旅費規
程の一部改正、個人情報保護方針の制定等に
ついて協議。
その他、第１回住宅生協対策委員会や第５
回福祉基金管理委員会、中央労福協主催の第
１回地方労福協会議等について報告した。
尚、今総会は役員改選期となる。
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石川労福協第6回理事会

2008年度活動方針（案）等を協議2008年度活動方針（案）等を協議

活動方針(案)の具体的な課題として、「ライフ・サ
ポートセンター」結成６年目を迎えるにあたり、県
内における労働者福祉運動の拠点として充実・強化
するため、新たに「無料職業紹介所・ジョブいしか
わ（仮称）」を開設し、県内労働者の就業支援を行
う。また、未組織労働者の労金利用を促進する「石
川勤労者互助会」の事務局を担う。さらに、福祉な
んでも相談と連合労働相談を一体化し、子育て支
援・緊急サポート事業をトータルで運営する「暮ら
しの総合サポートセンター」を目指す。
また、政策制度・自治体要請行動では、石川県お
よび市町に対し福祉政策を提起し、労福協および各
福祉事業団体に対する補助金等の助成を要請するこ
とや、各事業団体の経営基盤強化のため、労福協理
事会とライフ・サポートセンター、連合石川および
連合地協、退職者連合との連携を強固なものにし、

県内における労働者福祉の向上を図る。
その他、石川県勤労者福祉文化会館(フレンドパー
ク石川)の運営では、諸問題をフレンドパーク運営
委員会で協議し、会議室・ホールの利用増やホーム
ページの充実を図り、国際交流の取り組みでは、中
国蘇州市総工会との交流が今年で20年目となり、今
年度は蘇州市総工会の訪日を歓迎し交流を深める。
また、ＩＬＯ海外労働事情視察団、第40次欧州労働
者福祉視察団への代表派遣も盛り込んでいる。

活動の基調
１．�労働者自主福祉活動の展開
　　�中央、中部労福協と連携し「人とくらし、
環境に優しい福祉社会の実現」にむけて、
労働者自主福祉活動の充実をはかる。

２．事業団体の基盤強化
　　�労福協加盟の各事業団体が相互理解と協力
で事業基盤を強化し、労働者・退職者の生
涯福祉の向上をめざす。

３．政策制度要求の実現
　　�連合石川および推薦議員団と連携を密に
し、各自治体に対し労働者福祉施策の充実
を求める。

４．地域活動、社会貢献活動の展開
　　�県および地域ライフ・サポートセンターの
活動の輪を広め、子育て支援、なんでも相
談、無料職業紹介の各事業を展開する。

9地域ライフ・サポートセンター
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第５回労働者福祉基金管理委員会
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平成19年度の「第５回労働者福祉基金管理委員
会」が３月26日、フレンドパーク石川で管理委員会
の上田弘志委員長や澁谷秀行石川県商工労働部労働
企画課長、吉田歩金沢市産業局労働政策課長、各事
業団体の委員ら９名が出席して開かれた。
委員会では、平成19年度運用益2,992,437円を
ライフ・サポートセンターの「子育て支援」や「福
祉なんでも相談」、「退職前セミナー」に活用するこ
とを確認した。また、平成20年度の事業計画などに
ついても協議した。
この基金は、県内の労働者福祉運動を推進する
ための財政基盤を確立することを目的とし1976年
10月より実施。自治体(石川県と県内全市)や事業団
体(労金、全労済、住宅生協、労信協、生協連)、個
人などの拠出により、平成20年３月末で積立総額
459,581,356円となる。
尚、来年度の「第６回労働者福祉基金管理委員
会」は、決算終了後の４月初旬に開催の予定。　　

第５回住宅生協サポート委員会
第５回住宅生協サポート委員会が4月14日、フレ
ンドパーク石川で開催。上野貞彦常務理事がチラシ
などによる広告宣伝や現地販売会の事業活動を説明
した。また、矢島幸雄理事長が「今年度、収支の上
積みをすべく理事や労働組合、事業団体、ライフ・
サポートセンターの協力で努力してきたが、サブプ
ライム問題など土地・住宅販売部門は低迷を続けて
おり、当生協は‘07年度も厳しい状況となった」と
説明した。
尚、５月23日に開催される「第46回通常総会」
では、より活動を強化する「事業計画」(案)を提案
することを確認した。

事務局日誌
<3月>　
� 25(火)� 福島県労福協視察受入� フレンドパーク石川
� 26(水)� 石川県社会福祉審議会�老人福祉専門分科会� 石川県庁
� 〃� 第5回労働者福祉基金管理委員会� フレンドパーク石川
� 〃� さわやかU第3回理事会� 労済会館
� 〃� 第5回労信協理事会� フレンドパーク石川
��27(木)���中部会館協第3回幹事会� 砺波市
��28(金)���北陸労金石川勤労者互助会総会� マリエールオークパイン
� 〃� ろうきん運動推進委員・石川県推進委員合同会議�マリエールオークパイン
<4月>����
� 1(火)� 事務局会議� フレンドパーク石川
� 7(月)� 統一メーデー第2回常任実行委員会� フレンドパーク石川
� 8(火)� 消団連第5回幹事会� フレンドパーク石川
� 10(木)� 中部労福協第1回幹事会� 京都市
� 14(月)� 第5回住宅生協サポート委員会� フレンドパーク石川
� 15(火)� 中央労福協公益法人制度改革勉強会� 東京都
� 16(水)� 食・緑・水ネット第３回幹事会� 東横インホテル
� 18(金)� 労福協会計監査� フレンドパーク石川
� 〃� 第6回石川労福協理事会� フレンドパーク石川
� 〃� 石川労福協第３回人事委員会� フレンドパーク石川
� 22(火)� 第24回ユニオントラベル協力委員会� フレンドパーク石川
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全ての勤労者の生活改善を目指す新組織が発足！
石川県勤労者互助会「第１回総代会」

川
口
会
長

石川県勤労者互助会「第1回総代会」が3月28日
(金)、マリエールオークパインで代議員12名中10
名の出席で開催された。
石川県勤労者互助会は、北陸一円に居住または勤
務する勤労者の生活の安定と向上を目的とした、こ
れまでの「北陸勤労者互助会」の精神を継承発展さ
せるべく、この春の設立を目指してきた。
総代会では、開会の辞を綿征一氏が述べ、大会議
長に才田巖氏、大会書記に山口隆氏、議事録署名人
に高野洋・中江川和臣の両氏を選任。川淵尚志北陸
労働金庫理事長の挨拶の後、規約並びに設立の議
案、北陸労働金庫への加入、2008年度の活動方針
と予算、初代役員の選任に関わる議案を
長田孜氏が提案、質疑の後、全議案が承
認された。
新役員を代表して、川口昭一新会長
が「組織率の減少、金融競争の激化の中
で、未組織を中心とした労金運動の発
展・基盤拡大が主要な課題と認識してい
る。従って、本互助会の立ち上げに当た
り、文字通り各地区常任推進委員会・労金役職員の
皆さんと力を合わせ、組織強化に頑張ってまいりた
い」と挨拶した。
議長解任で才田副会長は「ライフ・サポートセン
ターの事業として、子育て支援、福祉なんでも相談
に、この石川勤労者互助会を加え、さらに、この秋
から就業支援である職業無料紹介事業を展開し、Ｌ
ＳＣを『暮らしの総合サポートセンター』と位置づ
けしたい」と述べた。
最後に綿副会長が閉会の辞で、新組織について

「スタート時は会員組織の力を借りて運営し、将来
はライフ・サポートセンターの活動の一環として、
一般勤労者が運営に関わらなければならない」と力
強く総代会を締め括った。

北陸労金石川県本部次長　津田　勝

新　役　員
会 長　川口�昭一　石川労信協理事長

副 会 長　才田�　巖　石川労福協専務理事

　 〃 　　綿　�征一　石川労福協常務理事

　 〃 　　長田�　孜　北陸労金石川県本部副本部長

事務局長　谷内�英明　県ＬＳＣ事務局次長

会計監査　一明�政行　県ＬＳＣ事務局次長

北陸ろうきんからのお知らせ
Ⅰ．2008年生活応援スプリングキャンペーン

新社会人（新入組合員）の方 退職者
給与振込

カードローン「マイプラン」
財形貯蓄（一般・住宅・年金）

エース預金

「北陸ろうきん投信プレミアムプラン」
「エース年金プレミアム」
　国債　　　　投資信託
年金振込　　定期預金

　⑷抽選プレゼント賞品

　　　１．取扱期間　2008年3月19日㈬〜5月31日㈯
　　　２．名称　　　2008年生活応援スプリングキャンペーン
　　　３．キャンペーン内容
　　　　⑴�期間中、下記対象商品を新規ご契約いただいた方に抽選で600

名様にお好きなコースの賞品をプレゼントします。
　⑵対象となる方
　　①�新社会人(新入組合員)の方
　　②退職者の方(2008年3月以降に退職された方)
　⑶対象商品

Ａコース クロス　ボールペン
Ｂコース ル・クルーゼ�ラムカン・ダムール（フタ付）
Ｃコース 柿安　特選カレーセット

４．抽選日　　2008年6月理事会
５．賞品発送　2008年7月下旬

Ⅱ．インターネット・モバイルバンキングのサービス機能拡充
　インターネット取引の拡大に合わせて、顧客利便性の向上及び業務効率化等を図る
ため、このたび3月17日から個人版インターネット・モバイルバンキングのサービ
スを拡充しました。(現在、利用手数料は免除中。)

【主なサービス拡充の概要】

科　　目 サービス内容
定期預金・エース預金 残高照会、新規預け入れ（通帳不発行）、入金、支払
積立定期預金・定期積金 残高照会

財形貯蓄 残高照会・支払（※１）
証書貸付 残高照会、繰上返済、全額返済、残高照会

※１　あらかじめ当金庫と事業主の取り決めがある場合ご利用できます
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中央労福協主催
第１回地方労福協会議

中央労福協は３月13日・14日の両日、名古屋市
の「ワ－クプラザ・れあろ」で今年度第１回の地方
労福協会議を開催。08年度上期の活動計画や当面
の政策課題などについて確認した。
会議では冒頭、笹森清会長が多重債務対策やクレ
サラ高金利引き下げの闘いを評価し「劇的な仕上が
りで成果を勝ち取った。割賦販売法改正も順調に推
移しており、今回、種々のジャンルの人々と一緒に
活動することにより、運動が広がることを経験した」
と総括し、今後の取組みについて「労福協運動は、
働く人たちとその家族の生活をどう支援していくの
か、という運動の原点に戻り、壊された地域コミュ
ニティーの再生に向けて運動することが我々の役割
だ！」と語り、「そのためには、ライフ・サポートセ
ンターを本気で手がけ、地域で役割を果たすことが
求められている」と地域運動の重要性を強調した。
主要報告では、割賦販売法改正に向けた３月６日
の265万筆の請願署名提出、院内集会の実施､国会
をめぐる動きなどを高橋均事務局長が報告した。
また、主要な課題である多重債務者対策や連合の
ワンストップサービスの取組み、生活保護問題の改
善と対策の３点についても話し合われた。
引き続き、金城学院大学大山小夜准教授が「多重
債務者の実態と多重債務問題解決の方向性」と題し
て講演し、労金気づきキャンペーンの中間結果と
08年度の方針について労金協会の千原茂昭氏が報
告した。

２日目は、連合のワン
ストップサービスについ
て大塚敏夫総合組織局長
が報告し、生活保護問題
対策全国会議事務局長の
猪股正弁護士が生活保護
をめぐる現状と課題につ
いて話し、７月から実
施する全国キャラバン・
キャンペーンの紹介と協

力を要請、連合の取組み
について小島茂総合政策
局長が報告した。
尚、同会議には石川労
福協より才田巖専務理事
が出席した。

福島県労福協来局
３月25日(火)、福島県労福協の馬目重信副会長
(東北労金福島県本部長)、菅野敏夫事務局長ら８名
と小牟田稔之中央労福協事務局次長(北部担当)の９
名が、石川労福協のライフ・サポートセンター活動
の視察研修で来局した。
菅野事務局長が「福島県労福協では、県内６地域
にライフ・サポートセンター (ＬＳＣ)を立ち上げる
ため協議している。是非、石川労福協の運動を参考
にしたい」と挨拶した後、石川労福協の才田巖専務
理事がパワーポイントでＬＳＣの活動状況と財政や
立上げに関わる経過、緊急サポートネットワーク事
業の概要、福祉なんでも相談のシステムを説明し
た。また、綿征一常務理事が各事業団体・自治体か
らの負担金・補助金について説明した。
一行からは、ＬＳＣと退職者連合・ろうきん友の
会・生協連との関係や事業団体を支える諸活動、Ｌ
ＳＣの行事内容、緊急サポートネットワーク事業で
のトラブルの有無などついて質問が出された。
後日、福島県労福協の菅野事務局長から「建設的
で貴重な話を伺い出来、大変勉強になりました。是
非これを福島版
ライフ・サポー
トセンター事業
に活かすべく、
更に研究を深め
たい」との御礼
文が届いた。

大山小夜准教授 猪股正弁護士
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勤文協
会報No.29号を発行
石川県勤労者文化協会は「会報№29号」を３月
30日に発行した。
会報の顔である表紙に当協会役員であるフラワー
デザイナーの舟見柚有子氏の作品「紅水晶(ローズク

オーツ)」を
掲載。� 作品
は、 ル コ ブ
ルーの花器に
ピンクの薔
薇とパールの
銀、また加工
された朱色の
ウイロユーカ
リやスケルト
ンリーフの薄
紫、花弁をあ
しらったペー
パーフラワー
の白と花模様
に造形された
金色のワイヤーが映え、作品全体が透明感にあふれ
正に紅水晶そのものの表紙となった。
会報の主な内容は、第57回勤労者美術展で最高
賞(厚生労働大臣賞)を受賞された５名の喜びに加え、
いま社会問題となっている「地球温暖化」対策の一
つとして、食材の地産・地消の拡大や発展途上国と
先進国との協調・共生などを掲載した。
また、中心的事業である勤労者美術展や各展覧会
の紹介、書道家氷田清風先生の書との出会い、青春
時代での戦争体験や生命の尊さ「この道をゆく」の
他、一般からの投稿作品も多くページが若干増えた
ものの、見応えのある文集となった。

石川県勤労者文化協会　事務局長　田上照夫

勤体協
第42回春季体育大会が開幕
石川県勤労者体育協会主催「第42回冬季体育大
会」のバスケットボール大会最終戦と「第42回春季
体育大会」のトップを切って、バレーボール大会と
ソフトボール大会がそれぞれ開催された。
「バスケットボール大会」は３月23日、今年３月
末で閉館する県体育館で行われ、男子の６組はＭ☆
ＭがＫＹ中能登を61－41、７組は七尾数取団がリ
ガメントを56-40でそれぞれ下して優勝した。白山
市若宮体育館で行われた女子２組は田鶴浜クラブが
２連覇を果たした。
「バレーボール大会」は４月13日、金沢市総合体
育館で行われ男子でＢＩｏｏｄＳｔｏｎｅ、女子で
兼六ビクトリー、ママさんで額イーグルが優勝し
た。
「ソフトボール大会」も４月13日に金沢市営専光
寺ソフトボール場でＡ・Ｂ組が行われ、Ａ組で県職
パワーズ、Ｂ組でハスキーが優勝した。
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地域ライフ・サポートセンターだより

錦城学園生招待ボウリング大会

加　賀
加賀ライフ・サポートセンターは、３月に

入り「錦城学園生招待ボウリング大会」「第５
回ソフトバレーボール大会」「ユニバーサル・
スタジオ・ジャパンバスツアー」を相次いで
開催した。
� 報告：加賀LSC事務局　角谷代志子

ボランティア部会活動の
一環として、今年も３月11
日(火)錦城学園(知的障害者
施設)生51名を招待し「ボウ
リング大会」を実施。学園
からの送迎や大会運営をサ
ポートするなど、楽しいひと時を過ごした。
この事業は、毎年恒例となっており、学園の皆さ
んも身体いっぱいの喜びと感謝を表すなど、ＬＳＣ
の有意義なボランティア活動の一環となっている。

３月23日(日)､ＬＳＣ
や連合地協から12チー
ム･96名が参加し｢ソフ
トバレーボール大会｣を
開催した。
優勝は大同チーム、準優勝は山中勤労協、３位は
加賀村田ＢとJPチームが入賞。ＭＶＰに大同の黒谷
さん、ハッスル賞に山中勤労協の畑さんを選んだ。
会場は、選手のハッスルプレーと応援合戦で熱気
に溢れた。また、試合後は各チームの「打ち上げ」
で、大変盛り上がった模様？

今年度をしめくくる
活動として、3月29日
(土)USJバ スツアーを
行った。
参加者の大人27名と
小人15名は、春休みで真っ只中、今年最高の人出で
混み合う会場で、人気アトラクションの２〜３時間
待ちを経験。
映画セットの中にいるような、お目当てのアトラ
クション１〜２箇所を楽しみ、満足して頂いた。
ＬＳＣ役員から、これからの活動に対する協力を
お願いし、無事帰路についた。

第５回ソフトバレーボール大会

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンバスツアー

能登半島地震から1年
「花いっぱい運動」展開

輪島・穴水

能登半島地震から1年を迎え、「明るく元気な能登
をとり戻そう」を合言葉に３月20日、輪島・穴水ライ
フ・サポートセンター主催、全労済石川県本部、県ラ
イフ・サポートセンター共催の「花いっぱい運動」を
開催した。
当日は、贈呈式に先立ち輪島労館前で上野正剛輪
島・穴水ＬＳＣ会長が「今、能登は皆さんの支援活動
で着実に復興しています。1年を迎え、今一度、被災
者のみなさんを勇気付け、きれいな花で明るい能登を
とり戻そう」と挨拶。橋本和雄全労済県本部理事長と
高田正男輪島市議会議員が激励した。
この後、参加者20名は４班に分かれて、輪島市の
道下・山岸・宅田、穴水町の大町、計４カ所の仮設住
宅をそれぞれ訪問した。
仮設住宅に到着後、各区長にパンジー、さくら草を

中心とした色とりどりの鉢を計250鉢プレゼント。た
だ、当日は復興イベントが各地で開催され、当初予定
の仮設住宅入居者への激励訪問はできず、代表者への
一括贈呈となった。区長からは「ライフ・サポートセ
ンターには昨年いただいた激励の色紙やおかゆセット
に引き続き、今回はこんなきれいな花をプレゼントさ
れ、町全体が本当に明るく元気になると思います」と
お礼の言葉が述べられた。
翌日は能登地区の労働組合を訪問し、被災組合員へ同

じく鉢植えの花をプレゼントし今回のイベントを終了した。
� 前・県ＬＳＣ事務局次長　南野�利明

県LSCの事務局スタッフが交代
全労済石川県本部から派遣

されている県ＬＳＣの事務局

スタッフが昨年と同様、４月

１日付けで交代した。

一年間と短期間となったが

ＬＳＣの活性化に努力してき

た南野利明氏に代わり、前任の一明政行氏が就任。

今後は、北陸労金石川県本部から派遣されている

谷内英明氏と緊急サポートネットワーク事業の直江

圭祐アドバイザーと共にＬＳＣ運動を展開する。　

南野氏（左）より一明氏に交代


